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Sunu:n.ary 
Thc Tara-dake is an old diluvium composite volcano， most of which are composcd of 
alternation of lavas and tuff-brcccias of the Hohi volcanic activities in the early diluvium. 
Later・， it was reshaped into， lava-dom巴日， as a result of the San-in series volcanic activities 
in the middle diluvium. 
No¥'iら thestratovolcanic fonn has be巴n巴rodedby radial river-valleys， ancl then， most 
of Tara-dake area belong to 111idd1e and high relief volcanic mountainsラtherelief en巴rgy
above 200 11， inthe division of rclief of 1and“surface. The basal rocks of Tara-dake， the 
N巴ogcncbasalt and thc Paleogene sediments， are crop out on these river四floor，and on thc 
slopes of river-valleys clifs of lavas in tbe alternation havc comc into view. 
Many collapses and earth flows occurrecl at th巴 Augustheavy rainfall and the 17th 
typhoon at September， in1976， and in both cases rainfall above 100 mmJh were recorcled. 
The clistribution of tbese collapses and carth flows are related to topographic and geologic 
features， that is， the density of collapses is higl町 inthe area of higher relief en巴rgy，and 
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1 :沖積廠 2:多良岳安山岩類II 3:多災-/Ii安li波紋1I 4:多良fi;安山岩類1 5:多良岳
火砕岩類 6:新第三紀火山岩笈j(玄武宕， *lliおJ，変質安山おなど) 7:方代三紀機敏治綴
8: 1昭和51年災害崩壊地およびことお流 9: IJfl有137年7月災;t子大ifl地区崩峻Jlfl
ko:琴路lE， Jo:浄土l!， K，ι: 1]1見応 Ky:終ケ/I(， T" 多良i'e
九例
982.7 m)， I汎柱岳(様itj741 m)，悶見岳(標高 816m) などのi真部を構成する溶岩円頂.6:状の政
状を議するほか，湯ノ峰山(標高 152.8m)の小丘を作っている O 多良岳安山岩類 1，ま，多良岳
火砕岩類の上l乙重なっていることが普通であるが，多良町大主!i附近では玄武岩盟条塊岩上lこ盛接




昭和51年には8月と 9月の 2問にわたって本地域に集中議F需が襲来している。 8s.l3日夜の
雨は4) 日本海南部を通過した低気圧にwう寒冷前線の停滞によるもので， ζの時期としては特
異な荻雨であった。 3日の降雨盈は多良252mm，多良liiCロボット綴il日所，標高 400m) 475 mm， 
鹿島 364mm，~i長野 217mm，岩屋川内 150mm rci主し，特lζ多良岳では3日20時lと113mmの1
1時間雨量を観測している。この符の降雨のや心は多良岳火山地の北京;域にあったと見られる。
また何年9月には，多災岳火山地の闘方， 嬉野を過って北上し七山方商へ抜けた台風17号に
よって， 12日夜間iζ多盤の降雨5)があった。 12日の降雨量は多良 123mm，多良岳 137mm，鹿島
渡辺・力日米・大島:多良岳火山地の土石流について 19 
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境の国見岳の北側， D 19-E 19附近lζ中心をもっていて， 51年9月災害の降雨中心地域と一致
するようである.降雨中心地域から外れて E13および G14 1ft近lとやや高い密度域があり，前













の境界[1付近 l乙 jJlj接地が並んでいるのも， J)íj述と同様な窓~とをもっている.主字路 111 ，治土 IJI[~4'i立に
崩壊地が集中する傾向が見られる.





表 1 Il日和5111ミ災復崩竣:li!l¥'f;皮 脳波地数/起伏泣(単位 10m)
B C D E F G 区 I J K L M N O F Q R 
Ka 8 。/3
9 。/20。/23。/12。/19。/7 。/5
10 。/19 1/32 。/25 1/19 2/17 。/5 。/5 。/4 。/3
1 。/30 5/29 1/24 。/20。'/13。/17。/12 。/13。/10。/3
12 。/18 5/25 4/33 2/20 。/27。/22 。/14。/12。/11 。'/7 。/8
13 。/22。'/33 10/39 1/16 。/31 。/32 。1/16。/9 1/11 。/10。/6
14 2/27 。/22 3/25 6/23 8/35 。/35。1/18 1/12 。/13。/1。/8 。/3
15 。/31 。'/30 1/25 6/29 6/33 3/20 。/20 。/15 。/16。/16。/11 。/6
161 0/14 8/35 1/30 4/34 4/28 4/21 。/21 。'/17 1/18 。/18。/14。/12 。/8
171 1/15 4/34 7/30 10/30 2/27 3/1号 1/19 。'/23。/22。/17。'/17。/12。/9 。/2
18 1 1/22 2/34 11/29 16/24 4/34 3/24 6/32 。1/32。/22。/14。1/19 。/14。/7 。/5
19 10/29 18/29 15/30 11/29 5/29 6/31 1/31 1/27 。/26 1/19 。/12。/11 。/5 日/3
20 14/22 16/45 8/33 6/33 9/32 3/32 3/32 1/27 2/25 。/18。/23。/15。/11
Is 1 12/35 10/34 5/42 1/36 。/43 2/36 3/30 。/21 。/18。/14。/18。/12
2 5/33 8/34 2/40 3/50 。/40 1/36 3/36 2/25 1/22 2/13 。/20。/12 。/7
3 。/36 1/34 4/33 5/30 2/23 1/16 。/15。/16。/19 。/11
4 1/26 5/28 3/24 2/22 0/20 。'/17 。/18 。/7 。/14
5 。/17。/7 。/6 。/12

















施した.設IJ線長に限度があるので， ~o. 11~~o. 15の5測線思砲にわけで測定し，図 6のような
結果を得た. ~o.13~~o・ 15 の測線区間は周凶の蕗頭から玄武岩質築塊岩と判断される区間で，
各測線の始めに表土居が検出されているが， i!ま盤岩の弾性波速度はほぼ同様である.玄武岩質集
域岩間の最上部K~ る ~o. 14区間で速度がややおそい結果がでているが，集tlIb岩摺が地表l乙銀




表 2 によると上流部の流域阪積は，ほほ 60ha 程度で，起伏盛比がO.30~O.32を示し，流域形
状係数はO.14~O.27の伎を示している.中)11上流部はかなりの急コウ況である反面，放射形状を





30 50 70 訂1
図6 多良l町大潟lt!1泌i封hすべり池の5単位探査定時泌総
表2 や)1上流部支流の流域状況
交流名 流域面 水系(L長)m Z立'L、f芝m!走己イ犬絞m 起伏 王子均(B巾)m B/L 4ぬz 卦Jろ積ha 議:化
本流源流音1¥114.40 2，050 1，200 625 0.305 558 0.272 本流派600m以降土石流多発(北)
A 78.70 1，750 860 552 0.315 450 0.257 続，j~授土石流多発 (東)
B 66.26 1，560 720 502 0.322 425 0.272 崩壊こと石流多発 (東)
C 58.13 2，050 1，100 634 0.309 284 0.139 崩壊土石流多発 (西)
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示し支流は平谷を中心lと集まり，それ以降は羽状形状になり組員くなって下流に続いている.




表3 中 }I の流;滅状況
流域名 対1也 点象 流域iID水系(L長)m 主主，心長m起伏;設m 起伏 平均(Bf)hm 日/L jli 主与機ha 長主 化
中J11平谷 533.8 2，050 1，000 625 0.305 2，603 1.270 
1 本城 1，426.3 8，000 4，500 975 0.122 1，783 0.227 ヱド~成機災~:
1 員 j綴 1，702.1 10，750 6，050 1，005 0.0935 1，583 0.147 
1 束三河内 2，845.1 10，750 6，050 1，005 0.0935 2，647 0.246 グ{(く〈 '1>: 


































7) 1 ~向迷雄ほか 6 名:昭和42年 7 月 9 日議雨災怒とま出!fl.昭和42iF 7丹波雨による災害の総合的実態的Tuf
究.九1'1地区斑研究報告.1969. 
8) 佐賀県:佐賀県の地すべり 1くずれの概況.1964. 
